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花
房
台
地
の
地
層
は
語
る（
そ
の
２
）

古
代
湖「
茂
賀
の
浦
」と
菊
池

シ
リ
ー
ズ
⑨

林原層

不整合

花房層

前
川
の
不
整
合
は
語
る

　

先
月
号
に
続
い
て
花
房
台
地
の
で

き
方
を
物
語
る
「
前
川
」
の
地
層
を

紹
介
し
よ
う
。

　

ホ
タ
ル
や
美
味
し
い
湧
き
水
で

有
名
な
前
川
水
源
を
通
っ
て
、
花

房
台
地
の
老
人
ホ
ー
ム
「
清
泉
」
へ

向
か
う
途
中
、
坂
の
右
手
に
地
層
が

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
前
川
水
源
の
周
囲
の
崖
は
阿

蘇
ー
３
火
砕
流
堆
積
物
の
溶
結
し
た

も
の
で
、
平
地
で
こ
れ
ほ
ど
阿
蘇
ー

３
の
溶
結
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
は

珍
し
い
。
そ
こ
か
ら
老
人
ホ
ー
ム

「
清
泉
」
へ
向
か
う
途
中
の
右
手
に

見
ら
れ
る
成
層
し
た
地
層
は
、
一
見

同
一
の
一
連
の
も
の
に
見
え
る
が
、よ

く
見
る
と
不
整
合
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
露
頭
は
、
花
房
層
と
林
原
層
の
不

整
合
で
あ
る
。
普
通
、
花
房
台
地
で

は
、
下
か
ら
阿
蘇
ー
３
火
砕
流
、
花

房
層
（
湖
水
層
）
、
阿
蘇
ー
４
火
砕

流
、
林
原
層
（
湖
水
層
）
、
赤
ボ

ク
、
黒
ボ
ク
の
順
で
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
前
川
で
は
、
阿
蘇
ー
４
が
抜

け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
阿
蘇
ー
４
火

砕
流
の
堆
積
後
、
花
房
台
地
は
一
旦

地
表
に
現
れ
、
そ
の
後
流
水
の
浸
食

に
よ
り
阿
蘇
ー
４
が
欠
落
し
、
そ
の

　

「
先
生
―
っ
、
先
生
、
先
生
。
牛

が
、
牛
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

　

私
が
当
番
中
に
起
き
た
出
来
事
で

あ
る
。
牛
舎
に
入
り
す
ぐ
に
気
が
付

い
た
。
た
っ
た
今
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
子
牛
が
、
母
牛
の
横
で
力
を
ふ

り
し
ぼ
り
懸
命
に
立
と
う
と
し
て
い

た
。
す
ぐ
に
先
生
も
か
け
つ
け
、
濡

れ
た
体
を
寝
ワ
ラ
や
バ
ス
タ
オ
ル

を
使
い
丁
寧
に
拭
い
た
。
母
子
と

も
に
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ホ
ッ
と
し
た
反
面
、
残
念
に

思
っ
た
の
は
、
生
ま
れ
て
き
た
の
が

雄
の
子
牛
だ
っ
た
こ
と
。
乳
牛
と
し

て
飼
育
し
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

は
、
雄
の
子
牛
は
乳
を
搾
れ
な
い
た

め
肉
牛
と
し
て
育
成
さ
れ
る
。
せ
っ

か
く
母
牛
が
苦
労
し
て
産
ん
だ
小
さ

な
命
が
、
人
間
の
都
合
で
道
が
決
め

ら
れ
る
。
こ
の
時
、
新
た
な
生
命
の

誕
生
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
に
も

係
わ
ら
ず
、
素
直
に
喜
べ
な
い
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
る
私
が
そ
こ
に
い
た

の
だ
。

　

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私
は

「
生
命
」
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

私
た
ち
は
授
業
や
実
習
を
通
し
て

「
生
命
」
に
つ
い
て
身
近
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
私
が
最

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
自
分
た
ち
が
飼
育
し
て
き
た

鶏
を
自
分
の
手
で
解
体
し
て
い
く
実

習
だ
。
先
生
の
慣
れ
た
手
つ
き
で
ナ

イ
フ
が
鶏
の
口
の
中
を
切
る
と
、
鮮

や
か
な
赤
い
血
が
勢
い
よ
く
流
れ
だ

し
、
み
る
み
る
う
ち
に
弱
っ
て
い
く

の
が
分
か
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
み
ん

な
息
を
飲
ん
だ
。
中
に
は
目
を
背
け

る
者
や
涙
す
る
者
も
い
た
。
普
段
、

何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
鶏
肉
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
解
体
さ
れ
「
生

命
」
が
失
わ
れ
て
い
る
と
思
う
と
、

自
分
の
ナ
イ
フ
を
持
つ
手
が
震
え
た

の
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
し

か
し
、
私
は
こ
れ
も
「
生
命
」
に
つ

い
て
学
ぶ
者
の
責
任
だ
と
感
じ
、
ナ

イ
フ
を
片
手
に
鶏
の
ノ
ド
を
切
っ
た
。

私
自
身
が
「
生
命
」
を
殺
し
た
の

だ
。
自
分
の
な
か
で
何
か
が
弾
け
そ

う
な
、
何
か
、
も
や
も
や
し
た
わ
だ

か
ま
り
が
残
り
つ
つ
、
実
習
を
終
え

た
。

　

「
生
命
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

「
生
き
る
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

い
の
ち
に
触
れ
、
自
ら
の
「
生
き
る
」

を
考
え
た
と
き
に
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
た
宝
石
を
思
わ
せ
る
。
終
わ
り
を

告
げ
る
そ
の
時
ま
で
、
一
握
り
の
希

望
を
目
指
し
、
必
死
に
輝
き
続
け

る
の
が
「
生
命
」
だ
と
感
じ
る
。

自
分
の
意
見
と
し
て
漠
然
と
思
い
描

い
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
に
そ
う
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

近
年
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
自
殺

者
の
数
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
か
、
生
き
た
く
て
も
生
き

ら
れ
な
い
「
生
命
」
も
あ
る
と
い
う

の
に
。

　

「
生
き
る
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
・

・
・
。
私
の
疑
問
に
は
答
え
が
見
つ

か
り
そ
う
に
な
い
。
も
し
か
し
た
ら

答
え
な
ど
存
在
し
な
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
。
毎
日
「
生
命
」
を
輝
か
せ
て

い
る
。

　

「
生
命
」
は
、
＝（
イ
コ
ー
ル
）。

そ
れ
は
、
自
分
自
身
で
感
じ
る
も
の

だ
と
私
は
思
う
。
私
の
体
験
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
。
私
は
恐
れ
ず
に
言

い
た
い
。
命
を
終
ら
せ
る
人
や
、
輝

か
せ
て
い
な
い
人
へ
。
「
生
き
て
く

だ
さ
い
。
自
分
の
光
が
消
え
る
ま

で
。
生
き
て
く
だ
さ
い
」
そ
し
て
、

皆
さ
ん
へ
。
「
生
き
ま
し
ょ
う
。
精

一
杯
。
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い

精
一
杯
生
き
ま
し
ょ
う
」

　

さ
あ
、
将
来
を
担
う
私
た
ち
。
今

こ
そ
「
生
命
」
を
輝
か
せ
る
瞬
間
で

す
。
そ
し
て
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
、

「
生
命
」
＝
（
イ
コ
ー
ル
）
の
こ
と

を
。
あ
な
た
の
感
じ
る
こ
の
答
え
は

何
で
す
か
・
・
・
。

「
生
命
」
＝
（
イ
コ
ー
ル
）

後
ま
た
湖
水
の
中
で
砂
礫
が
堆
積
す

る
環
境
が
生
ま
れ
て
い
る
。
花
房
台

地
が
水
中
に
あ
っ
た
り
、
地
表
に
出

た
り
、
ま
た
湖
水
の
中
に
沈
ん
だ
り

し
て
、
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
花
房
台
地
が
水
平
な
台
地
に
見

え
る
の
は
、
花
房
台
地
が
水
の
中
で

水
平
堆
積
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

（
文
責
）
熊
本
地
学
会
員
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自分らしい生き方応援します！ 問い合わせ先
男女共同参画推進室

　色々大変なことはあるけれど、「自分の心に耳
を傾け家族・友人と上手くコミュニケーションを
とりながら、私らしい生き方を学んでいこう！」
と、菊池市女性団体代表者会において研修会を
開催します。
　みんなで一緒に学び、気づきましょう！
と　き　平成 22年１月 23日（土）
　　　　午後１時 30分～午後３時 30分
ところ　菊池市中央公民館２階大研修室
講　師　和田　要さん
　�（熊本学園大学社会福祉学部社会福祉学科第一
部社会福祉学科長）
演　題��　「超高齢化社会を支える男女協働参画の
　営み」～社会福祉の視点から考える～自分ら
　しい生き方って？
その他　・入場無料
　　　　・無料託児有（事前予約必要）
　　　　・どなたでも参加できます。
　

「超高齢化社会を支える男女協働参画の営み」 ひとりで悩んでいませんか？

　男女共同参画の推進や、性別による差別など
の悩みをお持ちの人、ぜひご利用ください。あ
なたのお悩みに専門委員（弁護士・カウンセラー）
が適切に対処します。
相談内容
　市が実施する施策で男女共同参画の推進を阻
害すると思われる施策についての苦情・要望、夫
や妻など、親しい間柄の人からの暴力に悩んで
いるまたは性別による不当な差別や嫌がらせを
受けているなど
※�判決や裁判などにより確定または係争中の事
案については調査しません。
相談日　��毎月第３金曜日
　　　　午後１時 30分～午後４時 30分
相談場所　菊池市中央公民館２階会議室
　事前に、日程時間の予約、申出書の提出が必
要となります。詳しくは、広報きくち５月号 19
ページをご覧ください。

菊
池
市
内
無
形
民
俗
芸
能
行
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！第５回「夫婦の手紙・絵手紙」作品展

期間：11月 22日（日）～ 12月 31日（木）
　全国から応募された
全作品を展示します。
作品に込められた思いを
ご覧ください。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155
菊池夢美術館情報菊池夢美術館情報

問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
わいふ一番館だよりわいふ一番館だより

　

菊
池
市
内
に
は
囃
子
や
神
楽
、
獅

子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
数

多
く
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
か
ら
今
回
は
住
吉
日
吉
神
社

神
楽
と
稗
方
神
楽
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
伝
わ
る
神
楽
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

住
吉
日
吉
神
社
神
楽
（
住
吉
）

　

泗
水
で
最
も
古
い
歴
史
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
住
吉
日
吉
神
社
で
す
が
、

こ
こ
で
奉
納
さ
れ
る
神
楽
は
残
さ
れ

た
記
録
に
よ
れ
ば
地
域
の
大
き
な
支

援
に
よ
っ
て
明
治
39
年
に
始
め
ら
れ

て
お
り
、
８
座
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
足
に
は
日
吉
神
社
宮
司
の
指

導
と
、
湯
舟
神
楽
の
協
力
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

○
住
吉
日
吉
神
社
大
祭
奉
納

と　

き　

12
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
ご
ろ
～

と
こ
ろ　

住
吉
日
吉
神
社

稗
方
神
楽
（
稗
方
）

　

10
座
で
構
成
さ
れ
る
神
楽
は
菅
原

神
社
で
の
奉
納
は
も
と
よ
り
、
菊
池

神
社
の
春
季
、
秋
季
大
祭
で
も
例
年

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
（
日
）
に
は
、
稗
方
の

民
俗
行
事
で
あ
る
「
嫁
取
り
祭
り
」

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
芸
能

行
事
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
地
域
で

す
。

○
稗
方
菅
原
神
社
例
祭
奉
納

と　

き　

12
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
６
時
ご
ろ
～

と
こ
ろ　

稗
方
菅
原
神
社

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　平成 22年６月までの
ギャラリー展示を受け付
けています。
休館日　12月 30日（水）
開館時間　午前９時～午後５時 30分
※ �12 月は閉館時間が早くなりますので、ご注意く
ださい。

平成 21年度第２回企画展（まちかど資料館）
中村健一郎画伯遺作展（キュビズムへの道）
期間：10月25日（日）～平成22年３月下

旬

写友さくら　写真展「彩」
写友さくら　鶴長広志
期間：12月８日（火）
～平成22年１月17日（日）
　季節ごとに違う表情をみせ

る景色を見て、感じたとおり

に撮った作品を集めました。

ぜひご覧ください。
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